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広
瀬
川
が
傍
ら
に
流
れ
、
河
畔
や
道
路
か
ら
も
よ
く
見
え
る
た

め
、
市
民
の
意
識
を
引
く
好
立
地
。
軽
や
か
な
印
象
を
与
え
る
細

身
の
円
柱
、
透
過
性
と
映
り
込
み
の
同
居
す
る
ガ
ラ
ス
の
外
壁
な

ど
、
街
並
み
と
の
調
和
や
「
見
る
」「
見
ら
れ
る
」
の
視
覚
的
関

係
、
夜
間
景
観
の
彩
り
が
優
れ
て
い
ま
す
。

屋
根
の
丸
い
曲
線
が
美
し
く
、
斬

新
さ
と
優
雅
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

屋
根
の
緑
色
と
淡
い
茶
色
の
石
材
調

の
外
壁
の
色
が
、気
品
よ
く
マ
ッ
チ
。

建
物
に
余
分
な
装
飾
が
な
く
、
清
そ

な
印
象
で
す
。
駐
車
場
や
樹
木
に
も

配
慮
が
見
ら
れ
、
緑
の
多
い
立
地
に

調
和
し
た
風
格
あ
る
建
築
物
で
す
。

―
―
敬
称
略
―
―

宮
本
忠
長
（
委
員
長
・
日
本

建
築
士
会
連
合
会
会
長
）、
秋
山

隆
（
群
馬
建
築
士
会
副
会
長
）、

安
達
真
枝
（
群
馬
芸
術
学
園
理

事
）、
小
田
桐
睦
雄
（
上
毛
新
聞

社
取
締
役
）、
金
子
才
十
郎
（
商

工
会
議
所
会
頭
）、
狩
野
千
代
松

（
創
作
こ
け
し
作
家
）、
鎌
田
幸

生
（
勢
多
農
林
高
教
諭
）、
川
上

み
つ
江
（
群
馬
建
築
士
会
女
性

委
員
会
副
委
員
長
）、小
林
享（
前

橋
工
科
大
教
授
）、高
橋
晴
人（
市

民
展
委
員
長
）。

本
市
に
は
、
変
化
に
富
ん
だ

豊
か
な
場
所
性
を
物
語
る
中
景

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

本
来
、
都
市
景
観
を
つ
く
る

主
格
は
建
築
物
か
記
念
碑
の
よ

う
な
造
形
体
で
す
が
、
そ
れ
を

取
り
上
げ
た
だ
け
で
は
優
れ
た

景
観
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
主
格

の
周
囲
の
緑
化
に
配
慮
し
、
ま

た
、
市
民
に
開
放
し
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
作
っ
た
り

し
て
、
公
益
を
考
え
て
創
出
さ

れ
た
、
優
れ
た
近
景
を
表
彰
す

る
の
が「
ま
え
ば
し
都
市
景
観

賞
」
で
す
。

審
査
は
一
次
選
考
を
書
類
、

写
真
な
ど
で
行
い
、
最
終
段
階

街
並
み
と
融
合
し
た
駅
舎

中
央
前
橋
駅
（
城
東
町
三
丁
目
）

気品あり清らかな印象 髪職人（二之宮町）

選
考
委
員

宮
本
委
員
長
の
総
評

周
囲
の
緑
化
に
配
慮
し
、
公
益
を
考
え
て
つ
く
り
出
さ
れ
た

景
観
を
表
彰
―
。
今
年
で
五
回
目
、
十
周
年
を
迎
え
る
「
ま
え

ば
し
都
市
景
観
賞
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
物
件
を
対
象

と
し
た
「
ま
え
ば
し
都
市
景
観
賞
」
に
四
件
、
活
動
を
対
象
と

し
た
「
ま
え
ば
し
都
市
景
観
賞
奨
励
賞
」
に
一
件
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
受
賞
し
た
建
物
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

４
件

都
市
景
観
賞


